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「 どしゃさいがい 」 

 

 

鹿児島県 垂水市立松ケ崎小学校 １年 村下
むらした

 漣
れん

  

 

  

 「ざあざあざあ。」「ぴかっ。」「ごろごろ。」 

 ぼくは、あさ、かみなりとあめのおとで、めがさめました。 

 はちがつようかに、かごしまけんきりしましに、せんじょうこうすいたいが、はっせいしまし

た。ぼくは、おきてすぐに、てれびをつけました。にゅうすをみて、びっくりしました。 

 てれびをみながら、くるまのおとがしないなあとおもっていたら、いえのまえのどうろは、つ

うこうどめになっていました。 

 ぼくのおばさんはかいごしで、きのうのよるからしごとにいっていました。なので、いえにか

えることができなくなっていました。おなじようにいえにかえれないで、かぞくのことをしんぱ

いしているひとが、たくさんいるんだろうなあとおもいました。ぼくは、このとき、ぼくのすむ

たるみずしも、たいへんなことになっているとおもいました。 

 てれびをみていると、たくさんのやまで、どしゃくずれがはっせいしていました。うみにも、

がれきがたくさんながれていました。 

 あいらしで、いえがくずれてどしゃでつぶされたところもありました。なかにいたひとがにげ

おくれて、しょうぼうたいのひとたちが、さがしているということでした。みんな、たすかると

いいなあとおもいました。 

 ぼくのがっこうは、きゅうなやまとどうろにはさまれたところにあります。どしゃさいがいの

きけんちいきにしていされています。なので、おおあめやたいふうなどのさいがいのときに、た

いせつないのちをまもるために、ひなんくんれんをしています。 

 まず、がっこうのなかであんぜんなところににげて、そのあと、ちかくのこうみんかんににげ

るくんれんをしました。ほんとうのさいがいがおきたときに、ぼくはちゃんとできるかなあとふ

あんになりました。 

 こんかいのおおあめで、みずがでなくなってしまったところもありました。じえいたいのきゅ

うすいしゃも、かつどうしていました。ぼくのしょうらいのゆめは、じえいたいになって、みん

なをまもることです。さいがいはこわいけど、みんなをまもるためにがんばりたいとおもいます

。 

 


